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前向きな気持ちの変化が、鎮痛薬の早期離脱に関係 
肺がん・縦隔腫瘍手術患者で「心の回復」と術後鎮痛薬使用の関連を明らかに 

 

本研究成果のポイント 

○ がんの手術後には痛みが長引き、痛み止めが長期間必要になる患者が少なくありませ

ん。 

○ 手術後に生じる前向きな心理的変化が大きい患者ほど、術後 30 日時点で痛み止めを必

要とする割合が低いことを明らかにしました。 

○ 心理面の支援を通じ、術後回復や適切な痛み管理の向上につながる可能性があります。 

 

京都府立医科大学大学院医学研究科 麻酔科学 後期専攻医 大屋里奈、同 教授 天

谷文昌、同大学大学院医学研究科 呼吸器外科学 教授 井上匡美、同大学大学院医学研

究科 生物統計学 助教 堀口 剛らの研究グループは、肺がん・縦隔腫瘍に対する胸部

手術を受けた患者において、手術後の前向きな心理的変化と術後の痛み止め使用との関連

を明らかにしました。本研究に関する論文は、国際医学誌『Anesthesiology』に 2026 年３

月 30 日付けで掲載されました。 

 

本研究は、胸部がん手術を受けた患者を対象とした観察研究によるもので、手術後にみ

られる前向きな心理的変化が大きいほど、術後 30 日時点で痛み止めを必要とする割合が

低いことを示しました。今後、周術期の心理的支援を取り入れた新たな術後回復支援の展

開が期待されます。 
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【論文概要】 

１ 研究分野の背景や問題点 

がんの手術は、身体への負担だけでなく、患者に大きな心理的ストレスをもたらします。

術後の痛みが長引くと、生活の質の低下や鎮痛薬の継続使用につながることがあります。

一方で、人は大きな困難を経験した後に、人生観や他者との関係、自分自身の強さについ

て前向きな変化を示すことがあり、これを「Post-Traumatic Growth（PTG）」と呼びます。

PTG は、災害経験者などで多く研究されてきましたが、手術後の患者における PTG と術後

回復との関係は、ほとんど分かっていませんでした。 

 

２ 研究内容・成果の要点 

本研究では、京都府立医科大学附属病院で肺がんまたは悪性縦隔腫瘍に対する胸部手術

を受けた成人患者を対象に、前向き観察研究を行いました。術後１か月まで追跡できた 120

人について、PTGI-X という質問票で手術後の前向きな心理的変化を評価しました。 

その結果、手術前に不安が強かった患者ほど、術後１か月時点で PTG が大きいことが分

かりました。さらに、PTG が 10 点高くなるごとに、術後 30 日時点で痛み止めを必要とす

る可能性が 24％低下していました。 

 



 

 

３ 今後の展開と社会へのアピールポイント 

本研究は、手術後の痛み止めの使用が、痛みの強さだけでなく、患者の心理状態とも関

係する可能性を示しました。術前不安への丁寧な対応や、手術体験を前向きに受け止めら

れるよう支える周術期ケアが、適切な鎮痛薬使用や術後回復の質の向上に役立つ可能性が

あります。今後は、多施設研究や介入研究を通じて、心理的支援を組み込んだ周術期医療

が実際にどのような効果をもたらすかを検証していく予定です。 
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